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　早いもので６月になりました。この時期になると「食
中毒」が心配されます。みなさんご存知の「ノロウイ
ルス」は冬季に流行することが多いですが、６月は
「細菌」による食中毒が多くなります。これを防ぐため
には、「食中毒予防の三原則」、食中毒菌を「付け
ない・増やさない・やっつける」を心掛け、食べ物
を介して細菌を体の中に入れないことが大切です。
みなさんが元気に毎日を過ごされますように。

厚生労働省ホームページをご覧ください

検　索厚生労働省  食中毒



令和４年４月から、JA高知県高西地区に２名の新採用職員が配属となりました。
組合員の皆様のお役に立てるよう努めてまいりますので、

どうぞよろしくお願いいたします ！

令和４年度新採用職員紹介

① 名前　　② 配属先　　③ 出身地　　④ 趣味

宜しくお願いします ！ ！

① 市川 風月（19）
② 大野見支所
③ 四万十町窪川
④ 本を読むこと
　 色々なものに関心がある

いち　かわ　　か　づき

① 今井 二葉（29）
② 四万十支所
　 信用共済課
③ 高知市神田
④ 本を読むこと
　 道の駅巡り

いま    い      ふた   ば

　四万十町東又地区で200アールの水稲を栽培
されている東さん。
　水稲を始める以前は東京や大阪で仕事をして
おり、20年ほど前に農家を引き継ぎました。今は
にこまるやあきたこまち、酒米の吟の夢を栽培さ
れ、四万十酒米生産部会の部会長を務められて
います。取材にお邪魔したときは田植えの時期で
これから植えられる苗が緑に輝いていました。
　日本酒の主原料である酒米を栽培し、稲刈りが
終わる時期から高知酒造に日本酒を造りに行かれ
ているそうです。「これからも水稲栽培を維持しな
がら暮らしていきたい」と話されていました。温度
管理が大切な日本酒は３週間から４週間程で出来
上がります。お酒好きな高知県民も楽しみに待っ
ています♪

これから田植え時期やき
頑張るで～ ！
  東 雅洋さん　（60）

四万十地区より

　梼原町で美容室を経営されている、西川陽子
さん。24歳で独立され今年で48年目になるそう
です。若くして開店されてからは、子育てと美容
室の経営と休む間もない毎日でしたが、ここまで
続けてこられたのは、助けてくれた従業員、そして
地域の皆様のおかげと話してくれました。
　この町が大好きで、地域の皆様に助けてもらっ
ているから、この地域のため子供たちのためにと
見守り活動や中学生の体験学習の受け入れなど、
積極的に取り組みされています。今後は子供たち
も気軽に立ち寄れる場所でありたい。人と人の絆
を大切にまだまだ頑張ります ！  と笑顔で話してく
れました。今後のご活躍を応援しています ！

地域に密着した美容室へ
にし美容室

西川 陽子さん　（72）
にし がわ　よう　こ

梼原地区より

ひがし　まさ　ひろ
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津野山地域

津野山地域津野山地域

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

新茶まつりを開催

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
高
西
地
区
の
直
販

所
「
み
ど
り
市
」
は
４
月
８
、
９
日

の
両
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
８
周
年

を
記
念
し
て
創
業
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。
恒
例
だ
っ
た
餅
投
げ
な
ど

は
残
念
な
が
ら
今
年
も
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
組
合
員
や
地
域
住

民
ら
延
べ
約
１
５
０
０
人
が
来
店

し
、
店
頭
で
は
、
つ
き
た
て
の
餅
の

配
布
や
お
楽
し
み
抽
選
会
、
米
豚

の
豚
串
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
豚

串
は
２
日
間
で
６
０
０
本
が
完
売

し
、
来
場
者
に
大
盛
況
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
感
染
対
策
を

と
り
な
が
ら
、
規
模
を
縮
小
し
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場

は
両
日
お
客
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

み
ど
り
市
の
前
田
加
奈
店
長
は

「
お
か
げ
さ
ま
で
８
周
年
創
業
祭
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
生
産
者
と
協
力
し
、
地

域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
み
ど
り
市

で
あ
り
続
け
た
い
で
す
。」
と
話
し

ま
し
た
。

　

津
野
山
地
域
で
は
県
内
を
代
表

す
る
茶
産
地
で
あ
り
、
新
茶
の
収

穫
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

津
野
町
の
道
の
駅
布
施
が
坂
で
は

５
月
３
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
「
新

茶
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
新
茶
Ｐ
Ｒ

及
び
商
品
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

幸
い
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
道
の
駅

に
は
県
内
外
の
車
が
停
ま
り
多
く

の
観
光
客
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ

た
上
で
、
新
茶
の
水
出
し
茶
の
試

飲
を
行
い
、
来
場
者
は
「
お
い
し
い

ね
」
と
新
茶
を
手
に
取
り
、
す
っ
き

り
し
た
初
夏
の
味
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
か
ぶ
せ
茶
タ
ル
ト

や
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
は
完
売
し
、
新

茶
も
ス
イ
ー
ツ
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

い
ま
だ
に
収
束
の
見
え
な
い
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

産
地
の
維
持
、
活
性
化
を
目
指
し

て
こ
う
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
大
切
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第41回全農肉牛枝肉共励会
和気あいあいと・

女性部ホウ酸団子作り

　

４
月
５
日
、
Ｊ
Ａ
高
知
県
女
性
部
四
万

十
地
区
松
葉
川
支
部
は
、
恒
例
の
ホ
ウ
酸

団
子
作
り
を
行
い
、
９
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
ホ
ウ
酸
団
子
は
ホ
ウ
酸
、
小
麦
粉
、

砂
糖
、
牛
乳
、
タ
マ
ネ
ギ
を
混
ぜ
て
作
る

ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
に
使
用
さ
れ
る
毒
エ
サ
で

す
。
今
回
は
タ
マ
ネ
ギ
約
20
㎏
を
使
用
し
、

約
１
６
０
個
の
ホ
ウ
酸
団
子
を
作
り
ま
し

た
。
部
員
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
と
り
な
が
ら
、「
タ

マ
ネ
ギ
が
目
に
染
み
る
」「
久
し
ぶ
り
に
顔

を
見
れ
て
良
か
っ
た
」
な
ど
和
気
あ
い
あ

い
と
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後
、

台
所
の
隅
な
ど
に
置
い
て
、
ゴ
キ
ブ
リ
の

活
動
が
盛
ん
に
な
る
時
期
に
備
え
ま
す
。

　

四
万
十
川
源
流
の
町
、
津
野
町
で
新

茶
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同
町
桂

の
茶
園
で
は
、
息
の
合
っ
た
ご
夫
婦
で

の
収
穫
作
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
高
品

質
な
茶
葉
が
専
用
の
機
械
で
刈
り
取
ら

れ
、
収
穫
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
津
野

山
地
域
は
標
高
が
高
く
、
昼
夜
の
寒
暖

差
が
大
き
い
た
め
、
収
穫
直
前
に
降
霜

が
あ
り
被
害
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

「
防
霜
フ
ァ
ン
」
な
ど
で
対
策
を
と
り

大
き
な
被
害
も
な
く
、
ひ
と
き
わ
美
し

い
新
緑
の
茶
畑
が
素
晴
ら
し
い
景
観
を

生
み
出
し
て
い
ま
す
。
１
番
茶
の
収
穫

が
終
わ
る
と
親
子
茶
か
ら
２
番
茶
の
順

に
収
穫
が
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

津
野
山
管
内
で
は
４
月
か
ら
加
工
用
わ

さ
び
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。
４
月
25

日
よ
り
加
工
用
わ
さ
び
の
出
荷
が
開
始

し
、
氏
原
和
美
さ
ん
ご
家
族
が
揃
っ
て
作

業
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
年
産
に
つ
い

て
は
や
や
生
育
が
不
揃
い
で
例
年
よ
り
出

荷
は
減
少
す
る
見
込
み
で
は
あ
り
ま
す

が
、
製
品
を
手
に
取
る
消
費
者
の
皆
さ
ん

に
、
少
し
で
も
多
く
届
け
ら
れ
る
よ
う
収

穫
を
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。
氏
原
さ
ん

の
、
に
こ
や
か
に
収
穫
す
る
姿
は
喜
び
と

前
向
き
さ
で
溢
れ
て
お
り
、
何
事
に
も

「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
す
る
姿
勢
を
改

め
て
実
感
し
た
ひ
と
時
で
し
た
。
収
穫
は

６
月
初
旬
ご
ろ
ま
で
続
く
見
込
み
で
す
。

津野町の風物詩
　新茶の刈り取り加工用わさび収穫始まる

お楽しみ抽選会を行っています。

表彰を受けた堅田雅仁さんとご家族 材料を混ぜ合わせています。

機械で丁寧に収穫していきます。収穫をする氏原和美さん

新茶の商品が沢山並んでいます。

　

２
月
４
日
、
大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
南
港

市
場
に
お
い
て
、
全
農
肉
牛
枝
肉
共
励
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
共
励
会
は
、
肉
用
牛

の
肥
育
技
術
の
確
立
と
枝
肉
の
肉
質
向
上
に

資
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
で
41
回

目
と
な
り
ま
す
。
共
励
会
に
は
全
国
よ
り
１
３

３
頭
の
出
品
が
あ
り
、
当
管
内
か
ら
は
２
頭
の

出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
食
肉
格
付
協
会

の
規
格
に
基
づ
い
た
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

優
良
賞
和
牛
４
席
に
堅
田
雅
仁
さ
ん
の
黒
毛

和
牛
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
堅
田
さ
ん
は
昨
年
11

月
に
も
Ｊ
Ａ
高
知
県
肉
牛
枝
肉
共
励
会
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

高
品
質
で
お
い
し
い
土
佐
和
牛
の
生
産
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

四万十地域

みどり市８周年創業祭開催
米豚の豚串販売大盛況
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四万十地域より津野山地域より

◎被害対策については、
JA営農経済センター鳥獣被害対策専門員までお気軽にご相談ください。

四万十営農経済センター 敷地（TEL.0880－22－5179）
津野山営農経済センター 大﨑 （TEL.0889－62－3501）

鳥獣被害対策について

　稲こうじ病は土壌病害の１つであり出穂後しばらくすると見え始め、穂に黒いダンゴのような物がつく病気です。
他に類似した病気はなく、発生の多い時には１つの穂に15～20粒も、このダンゴがつくことがあります。以前は豊
年穂とも言われていましたが、現在では減収の要因や異物混入による規格外など、品質への影響が重視される土
壌病害の１つとなっています。

稲こうじ病防除は幼穂形成期に行うことでその効果が上がります。特に上記で示した幼穂の長さが５～８㎝の穂ばらみ期が防
除の適期となります。

※上記の薬剤を表①で示した期間に散布することで稲こうじ病予防に効果があります。天候を確認しながら銅剤散布、天候が
　悪く銅剤散布ができない状況であればモンガリット粒剤の湛水散布をお勧めします。

稲こうじ病防除について
四万十地域より

表① 幼穂の長さと出穂までの日数及び稲こうじ病防除の適期
幼穂の長さ 出穂までの日数 生育ステージ

0.1cm

ドイツボルドーＡ 2000倍 60～150ℓ/10a 出穂10日前まで 散布―

撒粉ボルドー粉剤ＤＬ ３～４㎏/10a 出穂10日前まで 散布―

Ｚボルドー粉剤ＤＬ ３～４㎏/10a 出穂10日前まで 散布―

モンガリット粒剤 ３～４㎏/10a 収穫45日前まで 湛水散布２回

26日 止葉より３枚目が抽出（二次枝梗原基分化）

0.5cm 20日 穂肥適期 雄しべ・雌しべ原基分化

５cm 14日 防除適正期
穂ばらみ期（減数分裂期）８cm 12日

薬剤名 倍率及び使用量 使用時期 使用回数 使用方法

表② 効果的な薬剤一覧

稲こうじ病が発生するサイクル

　農作物への鳥獣害は緩やかに減少していますが、近年は特にシカの被害が増えてお
り、令和２年には前年より３億円増加しています。柵を設置している場所についても、
以下の点について点検をお願いします。

１ 接地面との隙間を作らない ！
　イノシシなどはわずかな隙間でも、見つけたら柵を持ち上げたり、下を掘ったりしてく
ぐり抜けてきます。必ず接地面は踏み込んで隙間を作らないようにしましょう。

２ つなぎ目は１マス以上重ね最低３か所は番線で固定 ！
　せっかくの鉄柵も、つなぎ目の補強をしていないと、簡単に侵入を許してしまいます。
１マス以上重ねたうえで３か所以上番線で結び、強固に固定しましょう。

　鳥獣対策は積み重ねが大事です。被害にあってもあきらめず、足し算していくことを考えましょう。
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惜
春
の
山
家
に
ひ
び
く
鳩
時
計

い
ぶ
か
し
く
見
上
げ
た
る
稚
児
花
吹
雪

市
川　

和
美

げ
ん
こ
つ
を
構
え
て
立
て
り
初
わ
ら
び

卓
上
に
鎮
座
し
て
お
り
仏
の
座今

橋　

孝
子

俳   

句

百
一
歳
春
の
雨
夜
に
詩
吟
行
く

誕
生
日
に
こ
に
こ
笑
ふ
暖
か
さ竹

内　

春
猪

霧
の
里
句
会

つ
ば
め
来
て
巣
作
り
場
所
を
探
し
を
り

遍
路
道
歩
き
疲
れ
て
年
感
ず

　
　

田
中　

信
子

山
吹
の
黄
よ
り
朝
日
の
射
し
そ
む
る

風
う
け
て
そ
よ
ぐ
早
苗
の
活
着
す

長
谷
部　

延
子

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
替
え
れ
ば
戦
争
で
祖
国
逃
れ
る
難
民
の
列

北
村　

さ
ち
こ

「
キ
ャ
プ
テ
ン
」
か
「
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
」
か
ま
だ
迷
う
子
ら
の
読
み
い
し
マ
ン
ガ
の
処
分

市
川　

隆
子

約
束
を
ド
タ
キ
ャ
ン
さ
れ
た
帰
り
道
百
円
硬
貨
ひ
と
つ
拾
え
り

文
野　

見
枝
子

戦
争
も
コ
ロ
ナ
禍
も
告
げ
て
弛
み
な
き
テ
レ
ビ
の
向
か
う
山
桜
咲
く

黒
岩　

や
よ
え

子
供
ら
も
老
人
た
ち
も
必
死
に
て
逃
げ
ゆ
く
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々

島
岡　

紀
美

プ
ー
チ
ン
よ
武
力
行
使
は
許
さ
れ
ぬ
泣
く
の
は
い
つ
も
罪
な
き
人
々

中
内　

佐
登
美

ハ
ッ
プ
ル
の
望
遠
鏡
が
映
す
星
極
彩
色
に
て
ど
う
も
な
じ
め
ぬ

市
川　

浩
子

短   

歌

窪
川
短
歌
教
室

せ
き
し
ゅ
ん

四万十支所ＡＴM稼働時間変更のご案内

　いつもJAバンクATMをご利用いた
だきまして誠にありがとうございます。
　令和４年７月１日（金）より、四
万十支所ATMの稼働時間を変更さ
せていただきます。
　ご不便をおかけしますが、ご理解、
ご協力の程よろしくお願いいたします。
　ご不明な点がございましたら、下記
までお問い合わせください。

四万十支所ATMのご利用時間は以下の通りです。

変更前（令和４年６月30日まで）

平 日
土 曜
日 曜
祝 日

８：00 ～ 21：00
８：00 ～ 21：00
８：00 ～ 21：00
８：00 ～ 21：00

変更後（令和４年７月１日より）

平 日
土 曜
日 曜
祝 日

８：00 ～ 19：00
８：00 ～ 19：00
８：00 ～ 19：00
８：00 ～ 19：00

ＪＡ高知県　四万十支所
〒786－0008　高岡郡四万十町榊山町586－２　TEL：0880－22－0288


